
自治会長アンケート結果概要

実施期間 令和７年６月２７日（金）～７月２８日（月）
実施方法 広報７月１日号と合わせて自治会長に配布
送付自治会長数 ２４２自治会長
回答自治会長数 １８８自治会長（回収率７7.6％）



１．自治会長の属性等

• 自治会長の年代は、60歳代と70歳代がほぼ同数
で、合わせて全体の半分以上を占めています。

• 一方で、50歳代以下の年代は16％となっています。

• 自治会長の性別は、男性が7割以上を占めています。

• 自治会長の職業は、無職が最も多く、次いで会社
員が多くなっています。 • 自治会長の在職年数は、1年未満が最も多く、

3年までの人と合わせて6割以上を占めています。
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２．自治会の規定等

• 自治会長の選出方法は、持ち回りが最も多く、
次いで話し合いが多くなっています。

• 自治会長の任期は、2年が最も多く約半数を占
めています。

• 自治会長以外に務めている職は、まち協役員が
最も多く、次いで防災関係組織の役員が多く
なっています。
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【会長選出方法】



２．自治会の規定等

【自治会加入世帯数】

最大 ９３０世帯

最小 ３世帯

• 自治会加入世帯数は、最大930世帯、最小
３世帯と自治会によって大きな差があります。

• 自治会の会費は、年額での徴収が最も多くなっ
ています。

• 年額の最大は25,000円、最小は500円となっ
ています。

• 月額の最大は6,000円、最小は300円となって
います。

• 自治会の役員報酬は、報酬有が半数以上を占めていま
す。

【自治会長事務手数料の取扱い】

1.自治会長口座支給、自治会長活動費：８６自治会

2.自治会長口座支給、役員手当など自治会活動費：１９自治会
（内、２自治会は、「その他」に記入された内容から推測し該当すると思われるものを追加で計数）

3.自治会の口座支給、役員手当など自治会活動費：５６自治会
（内、３自治会は、「その他」に記入された内容から推測し該当すると思われるものを追加で計数）

• 自治会長事務手数料の取扱いは、自治会長口座への支給が最も多くなっています。一方
で、その使途としては、「自治会長活動費」としている例と「役員手当など自治会活動費」とし
ている例の数に大きな差は見られません。
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• 自治会業務への従事日数（月間）は、5日未満
が最も多く、次いで5日程度が多くなっています。 181
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４．自治会の活動

• 自治会の活動は、「住民相互の連絡」と「美化・清掃」が特に多く、次いで「施設の維持管理」
や「防災」が多くなっています。
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５．情報発信

• 自治会の情報発信は、広報紙と回覧が大部分を占めています。一方、SNSも一定数活用され
ています。
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６．業務の負担

• 自治会業務の負担は、「会議等の資料作成」、「市への申請手続き等」、「広報紙等の配布」
が多く、ほぼ同数となっています。
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• 役員等の負担軽減は、「活動内容の見直し」が最も多く、次いで「運営方法の見直し」となって
います。 • 必要な行政の支援は、「手続きの簡素化」が最も多く、次いで「財政支援」となっています。

• 全戸配布物の量は、「適量である」が最
も多く4割強を占めています。一方で、
「多すぎる」及び「多い」を合わせると3割
強となっています。

• 回覧物の量は、「適量である」が最も多く
4割強を占めています。一方で、「多すぎ
る及び「多い」を合わせると3割強となって
います。
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８．役員の負担軽減

62

26

111

18
24

71

34

15

0

20

40

60

80

100

120

９．行政の支援
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７．配布物等の量（全戸配布物）
1.多すぎる

8%

2.多い

25%

3.適量である

44%

4.少ない

0%

未回答

23%
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• 自治会への活動参加や加入促進のための取組は、「特になし」が最も多い一方、具体的な施
策としては「直接声掛け」が最も多くなっています。

• 自治会運営で困っていることは、高齢化と担い手不足が特に多くなっています。
• 未加入者が増加する原因は、「役員等になりたくない」が最も多く、次いで「人付き合い」が面倒」
となっています。
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1.役員のなり手がいないため、役員の負担が大きい

2.自治会に関心が低く、交流が図りにくい

3.集会・活動の場所がない

4.広報の配布等が大変

5.予算不足

6.高齢化

7.特になし

8.その他

10.運営で困っていること
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1.人付き合いが面倒

2.会費

3.役員等になりたくない

4.何をしているのかがわからない、メリットが不明

5.その他

11.未加入の要因
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1.直接声掛け

2.広報やチラシでの案内

3.SNSでの案内

4.存在アピ―ル

5.若い世代向けの企画、若い世代との協力等

6.子ども会・PTAとの連携

7.特になし

8.その他

12.参加・加入促進のための取組
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1.直接声掛け

2.情報発信

3.SNSでの案内

4.存在アピ―ル

5.若い世代向けの企画、若い世代との協力等

6.市からの情報提供

7.その他

13.参加・加入促進のための今後の取組

• 自治会への活動参加や加入促進に向けた今後の取組は、「直接声掛け」が最も多く、次いで
若い世代向けの企画等となっています。



• 自治会の担い手確保のための取組は、役員への負担軽減が最も多く、次いで役員報酬の支
払いとなっています。
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1.ボランティア募集、協力の声掛け

2.企業、団体、教育機関との協働

3.役員任期の明確化等、負担を集中させない

4.担い手となる世代に任せる

5.役員報酬

6.イベントの実行委員やスタッフとして 関わってもらう

7.事務の一部の外部委託

8.特になし

14.担い手確保のための取組
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1.ボランティア募集、協力の声掛け

2.企業、団体、教育機関との協働

3.役員任期の明確化等、負担を集中させない

4.担い手となる世代に任せる

5.役員報酬

6.イベントの実行委員やスタッフとして 関わってもらう

7.事務の一部の外部委託

8.市の支援

15.担い手確保のための今後の取組

• 自治会への活動参加や加入促進に向けた今後の取組は、役員の負担軽減が最も多く、次い
で役員報酬の設置となっています。


